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付けられた清明加那志と、山を築けと仰せ付けられた大本様の二神が天から降りて来られた。清明様は広い海の中にあった小さい岩に降り れた。その岩はアガリ＝パイザーシの岩と言われ、島の中央部の清明御嶽 東方にある。その岩を中心として付近の石や砂利や砂土を盛り上げて作られたのが竹富島である。大本様は大本山を築き、 山の上に住み、清明様は竹富島を造って 元に住んだ。その後 大本様からの連絡で、折角 るのにそんな小さな島 作っては困る、私と協力してもっと きな島を造ることにしようと ことで、大石垣島すなわち石垣島が造られた。そ から次々島が造られ、あわせて八つの島が造られたので、これ 八重山島と呼ぶようになったと言われ いる。
　
今日、 「八重山諸島」と呼ばれ いる 嶼地域は、有人島と

































































間島は日本最南端の島であり また与那国 は日本最西端の島であるとともに、台湾との距離がわずか一一一㎞という国境の島でも 。　
八重山諸島の島々は、その形状から「高島」と「低島」に








































































































































































































































































































































































とを望んだ。 「フウジャ クミ として西方へ耕地を分けてもらい、大豆、小豆、赤豆、下大豆等の豆類の研究を

































































































葉』 『やえまカブヤー』 『石垣島気候篇』とい 著書や、諸雑誌に発表した数多くの文章である。中には『八重山島由来記』などの史書や文書資料を全写したものもあり、いずれも八重山研究には欠かすことのできな 第一級の資料である。　
ここで岩崎の主要著作について概観しておこう。
　『ひるぎの一葉』は、それまでに刊行されていた『石垣島案内記』と『八重山童謡集 「与那国島ト波照間島及ビ尖閣列島」 「暴風雨記事」を加えてまとめら た であるが そ中の『石垣島案内 』には石垣島の自然地理だけで なく御嶽の由来や祭祀、伝説など多岐にわたる内容が収録されている。御嶽 では、美崎御嶽が先述の「オヤケアカハチ 乱」をきっかけに創建されたという由来を じめ、その他の御嶽や臨済宗妙心寺派の桃林寺の創建由来などが記され いる。祭祀で










































けに古物集めを始めたのもこの頃である。一九三三年、浄土真宗西本願寺住職の深遠法師との出会いにより仏門入り 決意し、一九三六年に許された。そして 一九四九年には竹富自宅を布教所として喜宝院を開設したが 同院は日本最南端












































































































































































































































































































































































阿佐伊孫良 論文、一七頁。司馬遼太郎は 竹富島に上勢頭を訪ねた時のことを前掲『街道をゆく』中で次のように記している（一四八頁） 。　
上勢頭さんは大きな下駄を鳴らして、陳列品のあちこちをま
わっては、説明してくれた。金属製の道具はまったくといっていいほどなく ワラ製か木製か竹製ばかりだった。竹製の道具のなかで簡単な打楽器があった。　「これは何ですか」
